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「ノーブレス・オブリージュ

　（高貴なる者の義務）」

　　　　　　について
R I第2790地区
 ガバナー
　　織 田 吉 郎

世界理解月間 2011年2月号

スタイル（様式）を磨こう

8

　ロータリーでは好んでノーブレス・オブリージュと

いう言葉を使う人がいます。それは、ロータリアンは

バッヂをつけたその時から ｢高貴なる者｣ となったわ

けだからその義務を果たさなければならない。つまり

寄付をすることはロータリアンの ｢義務｣ なのだ、と

いうように使われるのですが果たしてこれは正しいの

でしょうか。

　まず、第一の問題点は、ロータリアンは入会したか

らといって「高貴なる者」になったわけではないとい

うことです。第二の問題点は、金銭による奉仕の実践

をもって高貴なる者の義務を果たすという考え方に無

理があると思うのです。私は「高貴なる者」とは「欲

望を制御することのできる人」と定義しています。

　第 2 次世界大戦時、眼前に転がってきた爆発寸前の

手榴弾の上に身を伏せて自ら粉々になることで周囲の

人々を救った兵士がかなりの数に上ったのだといいま

す。同僚のために自分の命を差し出すかどうかを瞬時

に決めることになるわけですが、生きたいという欲望

を制御させたその力は教育されたことによって得られ

たのではなく、体の中に組み込まれた人間性による力

が自分を犠牲にして他人を生かす道を選ばせたので

しょう。私はこれらの青年達こそ「高貴なる者」と呼

ばれるに相応しい人々だと思うのです。

　ロータリアンはバッヂをつけたその時から正直であ

ること、誠実であろうと努力すること、可能な限り他

者を助けることを誓います。この約束を果たすために

は自らの人間性を磨き、美しく生きようという気持ち

を持つこと、ノーブレス･オブリージュの心を自分な

りに極めてゆこうと職業生活において小さな努力を積

み重ねてゆくことがロータリアンの義務となる、私は

そう考えています。

　ポールハリスは「This Rotarian Age」に於いて次

のように述べています。｢ロータリーは決して宗教で

もなければその代用物でもない。それは古くより存在

する道徳観念の現代生活における、殊に実業職業生活

に於ける実践にほかならない｣ と。
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　ＲＩは現在「ポリオ」後をにらんで多額の資

金が寄せられる可能性のあるプログラムとして

水問題を取り上げ米国国際開発庁と組んで、

ガーナ、フィリピン、ドミニカ共和国で試験段

階に入っています。今世界で11億人が安全な水

を手に入れることができません。また、世界で

は水が原因で 8 秒に 1 人の子供が亡くなってい

るといいます。ＲＩはそれぞれのクラブがこれ

まで個別に展開してきたＷＣＳがロータリー全

体としてみると大きな成果に結びついていな

い、これら拡散しているクラブ個々のエネル

ギーを出来る限り一元化することでより広報効

果の大きなプログラムに取組んでゆけると考

えています。そして、ＲＩ理事会は今年度末を

もってＷＣＳプログラムを終了することを決定

しました。

　私は今年度、地区のＷＣＳ委員会に年度前半

は活動をストップしてこれまでの実績をデータ

としてまとめて下さるよう依頼しましたが、

その理由はＲＩと同じものではありません。私

の理由は 2 つあります。１つは、地区はクラ

ブの活動をサポートするために存在している

のですが、地区のＷＣＳ活動をクラブが会員か

ら1,000円ずつを徴収することでサポートする

という逆の姿が出来てしまっていたこと。そ

して 2 つ目は、私たちの支援の基準を立ち止

まって今一度整理し直す必要があると考えたか

らです。

　日本の一人当たりのＧＮＰは1964年から

2008年にかけて約 4 倍になりました。しか

し、生活に満足している人の比率は60～70％の

間を行ったり来たりするだけです。例えばイン

ドネシアの一人当たりのＧＮＰは日本の35分の1

しかありませんが幸福度は日本よりはるかに高

いのです。世界一小さなＧＮＰの国ブータンが

「ＧＮＨ（グロス･ナショナル・ハピネス）の国づ

くり」によって幸福度世界第 8 位の国になった

ことは公式訪問時にお話しました。日本は国民

一人当たりのＧＮＰは世界で19位ですが幸福度

は90位に沈んでいます。これらの事実は、日本

人はお金の面ではまずまず豊かだが心が満たさ

れていない、逆に見れば金銭的な豊かさを求め

るあまり心が殺伐としている、という事実を数

量的に裏付けたものと言えるでしょう。私達が

豊かさの基準を金や物に求めているのだとしたら

この基準を途上国にそのまま当てはめてゆくこと

には慎重であるべきだとわたしは考えています。

　そういった視点で私は地区のＷＣＳ活動に問

題提起をしてきたわけですが、一方で、公式訪

問を通じて素晴らしいクラブ単独ＷＣＳプログ

ラムに出会ってきました。千葉北クラブと袖ヶ

浦クラブが展開しているプログラムは口蓋裂の

子供の手術代を提供することに特化していま

す。そして術後の子供たちの回復状況を現地に

赴いて確認してクラブに戻り、全会員がその感

動を共有しているのです。また、習志野クラブ

のように姉妹クラブと協力しながら15年に亘っ

てＷＣＳを展開しているクラブもあります。船

橋東クラブは軽いフットワークで現地へ赴きプ

ログラムを組み立てていますが、今年度はモン

ゴルで医療機器の支援を実施しました。君津ク

ラブはギニアの上総掘りを支援しています。こ

れらの素晴らしさはそれぞれが小さくともしっ

かりした視点を持って活動を実施し、その反響

をクラブに持ち帰ってクラブ全体で感動と達成

感を得ていること、この活動がクラブの誇りと

なっていることです。

　ＲＩはＷＣＳプログラムを終了させることに

しました。その真意は充分には説明されていま

せん。しかしひとつだけはっきり言えること

は、ＲＩがＷＣＳプログラムを終了したからと

いってクラブが展開しているＷＣＳ活動を停滞

あるいは中止する必要はないということです。

今後もクラブ単独、あるいはクラブ同士が連携

して活動することで奉仕の理想に結ばれたロー

タリアンの世界的親交を深め、国際間の理解と

親善と平和を求める心が磨かれてゆくことが望

まれます。

「ＷＣＳ活動について思う」　　　　　　ガバナー　織　田　吉　郎　
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　当地区の国際奉仕活動は、伝統的に活発であ

り数々の実績を挙げております。それは、ロー

タリーの国際奉仕活動に深い理解があるからで

あります。青少年交換委員会しかり、WCS委

員会しかりであります。ロータリーの基本は親

睦と奉仕と言われております。親睦はフェロー

シップ、奉仕はサービスです。他人に対しての

思いやりと仲間意識そして自己研鑽で成り立っ

ております。

　ロータリーの国際奉仕の基幹となる理念は、

国家、思想、宗教などそれぞれネイションの

ファクターが国によって違います。現実には一

つとは言えない世界をロータリアンのフェロー

シップに基づいた相互理解によって、一つのも

のにして恒久の世界平和を目的にしています。

国際奉仕は、ロータリーの第 4 奉仕部門であり

ます。ロータリアンが国際理解、親善、平和を

推進するために実施できる事すべてから成りま

す。その方法は他国の人々、その文化、業績、

問題を知る事であり、また旅行や国際大会出席

による個人交流であります。そして、他国の

人々の役に立つクラブの活動やプロジェクトに

協力する事であります。

　さて、2 月は世界理解月間であります。1905

年 2 月23日は、ポール・ハリス、ガスターバ

ス・ローア、シルベスター・シール、ハイラ

ム・ショーレーの 4 人がシカゴで初めて会合を

開いた日で、この日はロータリーの創立記念日

であります。よって 2 月は「世界理解月間」と

指定されています。この月間中、ロータリーク

ラブは、世界平和に不可欠なものとして理解と

善意を強調するクラブプログラムを行うよう要

請されています。また、2 月23日の創立記念日

は、世界理解と平和の日と定められ、各クラブ

はこの日、国際理解と友情と平和へのロータ

リーの献身を特に認め、強調しなければなりま

せん。さらに、2 月23日に始まる 1 週間を「世

界理解と平和週間」と呼び、ロータリーの奉仕

活動を強調することを決議したのであります。

当地区においても水、飢餓、識字の世界社会奉

仕活動を地区WCS委員会に委任しているクラ

ブと現地クラブと直接に独自で実施しているク

ラブがあります。しかし、RIは2010年11月の

理事会でWCSプログラムを2011年 6 月30日で

廃止と決定しました。これは、2国間のクラブ

同士の関係を助長することによって国際奉仕プ

ロジェクトの範囲を広げることを目指したもの

です。

　WCSに関わった先輩のロータリー精神を連

綿として受け継いでいた地区ロータリアンに感

謝申し上げ今後も更なる皆様のご理解とご協力

をお願い申し上げるものであります。

　国際奉仕は全世界のロータリアンのフェロー

シップによる世界平和の実現が目標でありま

す。

 　フェローシップ（親睦）の理解を大切にしましょう

国際奉仕委員会　　　　　　　　　

委員長 　菅　井　直　秀　
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　体育館にクリスマスソングが響いた。　

森嶋会長はじめクラブ会員全員協力体制で12月16日に行いました。

　千葉市若葉区加曽利町の県立桜ヶ丘特別支援学校でジャズコンサートを開き、生徒180名にクリスマ

スプレゼントを行った。

　新千葉ロータリーのメンバーでピアニスト大原保人を中

心にベース・ドラム演奏を交えて行われました。 1時間の

演奏を楽しみ聞きながら、時には知っている曲で体でリズ

ムを取りながら口ずさみジャズ　演奏を楽しみました。生

演奏の迫力がとても素晴らしかったと話をしておりました。

　去る10月24日・25日に米山記念奨学委員会恒例の米山梅吉記念館探訪旅行を行いました。米山奨学生が16

名と奨学生の家族が 2 名、カウンセラー 9 名、地区委員が 7 名と総勢34名の皆さんが参加をして、天気にも恵

まれてとても素晴らしい体験を含めた一泊二日の探訪旅行の実施をいたしました。その中では、一番の目的で

ある日本ロータリーの創設者の米山梅吉翁の功績を展示されている、素晴らしい記念館への訪問と梅吉翁が眠

られている墓前への墓参りをさせて頂き、米山奨学生の皆さんや、同行して頂いたロータリアンの皆様も改め

て米山梅吉翁の残して行った功績を学芸員からの説明を受けて社会奉仕への考えも深めた事と思います。

　韮山での昼食をとった後に、米山奨学生の皆さんは、天城にある陶芸教室にたち寄り、実際に土を捏ねな

がら、自作の陶芸を指導のもとに造り、笑いの中での創作体験をした思い出の 1 つとして、素晴らしい創作

品を後日の歓送会時に終了証と共に奨学生の皆様とカウンセラーの皆様にお渡ししたいと考えています。

　当日は修善寺温泉の日本情緒豊な「渡月荘金龍　宙ＳＯＲＡ」に宿泊し、おいしい日本料理に舌づつ

みをうちながら、また、カラオケを歌いながらとても素晴らしい交流の場となり、今まで無かった楽し

い一時でした。今まで同じ奨学生同士のゆったりとした時間を取る事が無い中での交流を取り合い、出

身国の違う奨学生の皆さんは、夜が更けるまで語り合いながらお互いの理解を深めた事でしょう。今後

も学友になってからの交流にも期待しています。

　次の日は、富士山の麓にある「忍野八海」を散策し何年も

の間富士の麓から湧き出てくる水の冷たさ、神秘的な情景に

感動をしていました。川口湖畔での昼食を済ませた後には、

湖畔近くにある、「久保田一竹美術館」を見学し、日本伝統

の着物の素晴らしさと建物の素晴らしさを堪能し感動をした

一日であったと思います。

　この 2 日間で「素晴らしい日本の文化と自然」に触れられ

て米山奨学生の皆さんが、さらに日本らしさを実感体験し、

今までに描いていた思いを再認識して頂け

たかと感じております。帰りのバスの中で

は、名残惜しい思い出話しを楽しみ、時間

を過ごしながら千葉駅にて解散となりまし

た。

　平山奨学会常務理事、世話ククラブのカ

ウンセラーの皆様、地区委員の皆様のご協

力により、本当に有意義で楽しい探訪旅行が

行われました事に大変感謝申し上げます。

米 山 梅 吉 記 念 館

忍 野 八 海陶 芸 教 室

「米山梅吉記念館探訪旅行」報告　「米山梅吉記念館探訪旅行」報告　 　　　　　　　　　　　　　

国際ロータリー第2790地区　　　　　　　　　　　　　　

ロータリー米山記念奨学会委員長　中　村　俊　人　

特別支援学校でジャズ演奏会

新千葉ロータリークラブ
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国際ロータリー インフォメーション国際ロータリー インフォメーション

2005年、RI理事会は「ロータリアン行動グループ」と呼ばれる新しいタイプのロータリー組織を創設

しました。特定の分野の奉仕を行うため、ロータリアン、配偶者、ローターアクターが有志で結成する

グループです。

現時点で14のグループが存在し以下の問題に取り組んでいます。（メンバー数延べ27,000人以上、メ

ンバーの居住国100カ国超）

・ エイズ・失明予防・献血・歯科ボランティア・糖尿病・災害救援・保健フェア

・ 飢餓と栄養失調・マラリア・マイクロクレジット（小口融資）・多発性硬化症

・ 元ポリオ患者・人口と開発・水と衛生

「ロータリアン行動グループ」に関する情報は、国際ロータリー・ウェブサイトのロータリアン行動

グループのページ

http://www.rotary.org/ja/serviceandfellowship/collaborate/rotarianactiongroups/pages/ridefault.aspx

をご参照ください。

 　ロータリーの友インフォメーション
「友」地区代表委員　宮　﨑　裕　光　　

　ロータリーの友事務所では常時「友」誌への

情報・掲載記事をお待ちしております。

　具体的には、 3 月の識字率向上月間に向け、

語学学校等、国内での言語習得支援、CLE

（Concentrated languages Encounter 集中言

語力助長）に関する活動、国内外での学校建設

や図書・文房具の寄贈など、識字率向上に関す

る活動事例を、お待ちしています。

　他に各月間に因んだ話題、クラブで独自に取

り組んでいる活動等の情報がございましたらご

提供いただきたいと思います。

　テーマが無く漠然と情報をというと集めにく

いので、一応、月間などに合わせたテーマを設

定していますが、テーマに関わり無く頂いた情

報の中から、共通のテーマを見つけ特集を組む

こともございます。

　また、皆様ご存知の「バナー自慢」のコーナー

へまだ投稿されていないクラブは、バナーの写

真、デザインの由来を添えてお送りください。

　因みに第2790地区は、他地区と比較すると活

発に投稿されているようです。

送付先　〒105－0011

　　　　東京都港区芝公園 2－6－15

　　　　　　　黒龍芝公園ビル 4 階

　　　　一般社団法人　ロータリーの友事務所

　　　　Eメール　hensyu@rotary-no-tomo.jp

または　〒288－0041

　　　　銚子市中央町13－2　ヤシオビル 3 F

　　　　RI第2790地区　ガバナー事務所

　　　　Eメール　10-11gov@rid2790.jp

＊なるべくメールで頂きますようご協力お願い
　いたします。

　現事務総長であるエド・フタ（布田）氏の後任として、ジョン・ヒューコ氏が次期事務総長として

採用されましたことをお知らせ申し上げます。ヒューコ氏は発展途上国との国際企業取引を専門とす

る弁護士で、経営者および指導者としての能力を兼ね備えているといわれます。理事会は満場一致で、

ヒューコ氏を選出しました。

　ヒューコ氏は、2011 年 7月 1日に事務総長に就任します。

次期事務総長についてのお知らせ

ロータリアン行動グループ
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行　事　予　定　（2月）

4 日（金）

5 日（土）

6 日（日）

9 日（水）

10日（木）

11日（金）

14日（月）

15日（火）

16日（水）

【IM 第 4 分区】　ホテル　千成

【IM 第13分区】　野田東武ホテル

【IM 第 8 分区】　佐原商工会議所

【IM 第 9 分区】　ホテル　日航成田

【IM 第11分区】　ウイシュトンホテル・ユーカリ

第11回ガバナー補佐会議　京葉銀行文化プラザ

地区諮問委員会　 ホテル ザ･マンハッタン

【IM 第12分区】　松戸商工会議所

【IM 第 3 分区A・B合同】

　　　　　　　　ホテル ザ･マンハッタン

【IM 第 6 分区】　東金文化会館

【IM 第 5 分区】　富浦ロイヤルホテル

17日（木）

18日（金）

19日（土）

20日（日）

23日（水）

25日（金）

26日（土）

【IM 第 2 分区】　サンガーデン

【IM 第10分区】　クレストホテル柏

インターアクト委員会　東天紅

（第3回顧問教師会・第3回合同委員会・合同会議）

地区RYLAセミナー　久留里市民センター

地区RYLAセミナー　久留里市街

ロータリー財団委員会　京葉銀行文化プラザ

ロータリー創立記念日・世界理解と平和の日

（29日まで世界理解と平和週間）

地区チーム研修セミナー　

　　　　　　　　　ホテルニューオータニ幕張

【IM 第 7 分区】　黄鶴

2011－2012年度　地区主要会議予定

地 区 チ ー ム 研 修 セ ミ ナ ー 2011年 2 月25日（金） ホテルニューオータニ幕張

会長エレクト研修セミナー 2011年 3 月27日（日） ホテルニューオータニ幕張

地 区 協 議 会 2011年 4 月24日（日） アパホテル＆リゾート東京ベイ幕張

地 区 大 会 記 念 ゴ ル フ 大 会 2011年 9 月12日（月） 木更津ゴルフクラブ

地 区 大 会 2011年11月 5 日（土）～ 6 日（日） かずさアカデミアパーク

文 庫 通 信（280号）

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。

  ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約 2 万 3 千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。

閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承り

ます。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目

録」を備えてありますので、ご活用願います。　

　以下資料のご紹介を致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　～ ガバナー月信より ～

◎「例会の充実はクラブ会員による卓話から」　上野　操　2010　1ｐ（D.2580）

◎「ロータリーは、新世代を育む場」　辰野克彦　2010　1ｐ（D.2750）

◎「2010年から活動を開始するロータリー・コーディネーター」　村上勘一　2010　1ｐ（D.2540）

◎「職業奉仕はロータリーの根幹」　瀬下龍夫　2010　1ｐ（D.2550）

◎「『論語と算盤』と職業奉仕」　飯村愼一　2010　1ｐ（D.2550）

◎「職業奉仕月間にあたり」　圡屋亮平　2010　1ｐ（D.2790）

◎「職業奉仕月間によせて」　関原亨司　2010　1ｐ（D.2800）

◎「出席義務を考えるーロータリー簡単図解その 9」　鈴木章夫　2010　1ｐ（D.2520）

◎「国際インナーホイールへの入会の勧め」　鈴木俊幸　2010　1ｐ（D.2510）

◎「愈々次年度からGSEと青少年交換が始まる」　山﨑　勝　2010　1ｐ（D.2720）

[上記申込先：ロータリー文庫（コピー/PDF）]

〒105－0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 F 　　TEL：03-3433-6456　FAX：03-3459-7506

http ://www.rotary-bunko.gr.jp/　　開館　午前10時～午後 5 時　　休館　土・日・祝祭日
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ロータリー財団寄付
年次寄付（ポール・ハリス・フェロー）

氏　　　名 クラブ名
宮 内 秀 章 銚　　　子 ＲＣ
森 谷 充 伯 松　戸　北 ＲＣ
平 田 英 雄 館　　　山 ＲＣ
重 城 明 男 木　更　津 ＲＣ

年次寄付（マルチプル・ポール・ハリス・フェロー）
氏　　　名 クラブ名

佐 藤 　 昭 木 更 津 RC 5 回目
平 野 弘 和 木 更 津 RC 4 回目
得 居 　 仁 松 戸 東 RC 4 回目
網 中 吉 郎 銚 子 東 RC 3 回目
諸 岡 靖 彦 成　　田 RC 3 回目
高 橋 弘 之 館　　山 RC 2 回目
渡 辺 良 照 松 戸 東 RC 2 回目
高 橋 　 晋 成　　田 RC 1 回目
澤 田 喜 信 成　　田 RC 1 回目
野 村 　 充 松 戸 北 RC 1 回目
宮 内 清 次 銚　　子 RC 1 回目

年次寄付（ベネファクター）
氏　　　名 クラブ名

亦 平 　 力 八　　街 RC 3 回目
溜 川 良 次 　　柏 　 RC 1 回目
槍 木 勝 典 八　　街 RC 1 回目

米山記念奨学会寄付
氏　　　名 クラブ名

大 畑 喜 信 八　　街 RC 8 回目
並 木 幸 雄 松 戸 北 RC 5 回目
池 田 　 清 松 戸 北 RC 5 回目
羽 山 信 一 館　　山 RC 5 回目
平 野 弘 和 木 更 津 RC 5 回目
稲 村 俊 郎 木 更 津 RC 5 回目
石 川 憲 弘 成　　田 RC 4 回目
佐 藤 興 二 館　　山 RC 4 回目
加 瀬 貞 治 銚　　子 RC 4 回目
山 田 光 雄 木 更 津 RC 4 回目
堀 内 正 一 木 更 津 RC 4 回目
石 井 久 喜 木 更 津 RC 3 回目
大 岩 將 道 銚　　子 RC 3 回目
望 月 　 眞 館　　山 RC 3 回目
杉 井 繁 樹 館　　山 RC 3 回目
岡 嶋 千 暁 館　　山 RC 2 回目
金 本 元 章 柏　　西 RC 2 回目
鈴 木 隆 夫 館　　山 RC 1 回目
加 藤 　 仁 館　　山 RC 1 回目
角 田 幸 弘 成　　田 RC 1 回目
川 津 光 雄 銚 子 東 RC 1 回目
中 島 康 子 　　柏 　 RC 1 回目

寄付者紹介（敬称略）

新ロータリアン（敬称略）

倉 島 圭 子

（鴨川RC）

中国料理店

12月7日入会

高 野 　 隆

（習志野RC）

銀行

12月8日入会

鳴 海 寿 裕

（千葉東RC）

建設業
（塗装工事）

12月6日入会

小 川 寿 恵

（千葉東RC）

飲食業

12月6日入会

菱 木 智 仁

（八日市場RC）

仏教

12月14日入会

刈 込 一 弥

（富津中央RC）

旅館

１月2日入会

大 木 一 男

（八日市場RC）

旅行業

12月14日入会

高 木 良 章

（旭RC）旭日双光章

（敬称略）

吉 野 信 行

（市川東RC）紺綬褒章

（敬称略）

増 田 達 哉 （小見川RC）

逝去日:2011年 1 月 3 日（享年83歳）

入会日:1967年12月 

ロータリー歴

1992～1993　ポールハリスフェロー

1996～1997　マルチプル・ポールハリスフェロー

2000～2001　準米山功労者

栗原駒太郎 （千倉RC）

逝去日:2010年12月 6 日（享年83歳）

入会日:1975年12月  

ロータリー歴

1988　クラブ会長

1992　ポールハリスフェロー

藤 田 賢 吾

（市原中央RC）

建設業
（化学装置設置）

１月11日入会

金 子 芳 則

（銚子RC）

信用組合

１月12日入会

　
　
　

（
敬
称
略
）

物
故
会
員



国際ロータリー第2790地区（千葉）出席・会員数報告（2010年12月分）

分
区 クラブ名 出席率

％

例
会
数

会　員　数

7/1 女 当月 女 増減

第
1
分
区

市 川 100.00 4 48 0 49 0 1 

市 川 東 96.88 3 42 1 42 1 0 

市 川 南 74.60 4 17 1 17 1 0 

浦 安 81.00 3 41 0 43 0 2 

市川シビック 77.20 3 38 0 38 0 0 

浦 安 ベ イ 85.70 4 21 0 21 0 0 

第
2
分
区

船 橋 98.61 3 24 0 25 0 1 

船 橋 西 84.27 4 48 4 46 4 -2 

鎌 ヶ 谷 84.85 3 25 2 25 2 0 

船 橋 東 91.66 3 31 5 31 5 0 

船 橋 南 86.50 4 25 2 24 2 -1 

船橋みなと 81.77 3 26 7 26 7 0 

第
3
分
区
Ａ

千 葉 88.78 3 65 0 70 0 5 

新 千 葉 93.48 3 47 0 47 0 0 

千 葉 西 87.53 3 50 5 49 4 -1 

千 葉 中 央 86.46 3 37 0 37 0 0 

千 葉 幕 張 85.86 3 32 4 33 4 1 

千 葉 東 93.00 3 28 3 30 4 2 

千 葉 若 潮 77.74 3 30 0 31 0 1 

第
3
分
区
Ｂ

千 葉 南 88.20 4 37 4 39 4 2 

市 原 86.36 4 43 3 44 3 1 

千 葉 港 84.00 4 29 0 29 0 0 

市 原 中 央 87.80 3 50 1 52 1 2 

千 葉 北 81.81 4 22 1 22 1 0 

千 葉 緑 76.19 3 27 2 27 2 0 

第
4
分
区

木 更 津 81.11 4 41 3 45 4 4 

上 総 81.93 3 19 0 18 0 -1 

富 津 84.21 3 19 1 19 1 0 

富 津 中 央 85.70 4 22 0 20 0 -2 

木 更 津 東 90.51 4 40 0 42 0 2 

君 津 92.11 3 39 2 40 2 1 

袖 ヶ 浦 96.15 4 28 3 27 3 -1 

富津シティ 72.21 4 19 0 18 0 -1 

第
5
分
区

館 山 92.50 4 56 4 54 3 -2 

鴨 川 86.24 4 27 2 28 4 1 

勝 浦 84.88 4 42 8 39 6 -3 

千 倉 86.70 3 16 1 15 2 -1 

鋸 南 94.80 3 13 1 13 1 0 

館 山 ベ イ 61.11 3 24 0 23 0 -1 

第
6
分
区

茂 原 91.67 3 58 2 58 2 0 

東 金 79.16 3 25 0 25 0 0 

大 原 90.40 3 15 1 14 1 -1 

分
区 クラブ名 出席率

％

例
会
数

会　員　数

7/1 女 当月 女 増減

第
6
分
区

大 多 喜 69.23 3 13 1 13 1 0 

成田空港南 98.40 3 40 0 42 0 2 

茂 原 東 66.27 4 28 3 24 3 -4 

茂 原 中 央 84.85 3 22 2 23 2 1 

大 網 74.17 4 29 1 30 1 1 

東金ビュー 79.30 3 26 1 29 1 3 

第
７
分
区

銚 子 90.91 4 44 2 43 2 -1 

旭 100.00 3 45 1 43 1 -2 

八 日 市 場 89.50 3 44 2 46 2 2 

銚 子 東 91.79 3 33 0 32 0 -1 

第
8
分
区

佐 原 90.70 3 45 0 47 0 2 

多 古 95.56 3 19 0 17 0 -2 

小 見 川 86.79 4 23 0 23 0 0 

佐 原 香 取 84.00 4 26 0 26 0 0 

第
9
分
区

成 田 83.25 4 58 0 60 0 2 

八 街 86.74 4 39 1 39 1 0 

印 西 87.03 4 28 0 27 0 -1 

白 井 67.00 4 15 0 15 0 15 

富 里 84.80 3 27 0 27 0 0 

成田コスモポリタン 72.18 4 60 0 62 0 2 

第
10
分
区

柏 78.40 4 44 9 44 9 0 

我 孫 子 80.20 3 26 0 27 0 1 

柏 西 75.93 4 51 3 54 3 3 

沼 南 94.04 4 23 1 21 1 -2 

柏 南 90.00 3 29 3 27 2 -2 

第
11
分
区

習 志 野 79.83 4 38 1 39 1 1 

八 千 代 87.40 3 46 0 47 0 1 

佐 倉 66.67 3 13 2 13 2 0 

八千代中央 81.90 3 27 0 28 0 1 

四 街 道 80.95 3 22 3 21 4 -1 

習志野中央 87.22 3 39 6 42 6 3 

佐 倉 中 央 64.28 4 14 1 14 1 0 

第
12
分
区

松 戸 89.04 4 48 0 53 0 5 

松 戸 東 85.83 4 53 0 53 0 0 

松 戸 北 87.90 4 40 0 37 0 -3 

松 戸 中 央 77.31 3 41 2 38 2 -3 

松 戸 西 87.00 4 21 0 23 0 2 

第
13
分
区

野 田 81.63 3 49 4 49 4 0 

流 山 77.60 4 19 4 19 4 0 

野 田 東 79.69 4 32 0 32 0 0 

流 山 中 央 85.00 3 23 2 23 2 0 

野田セントラル 82.67 3 25 0 25 0 0 

クラブ数　84RC 2010年 7 月 1 日　地区会員数　　　　　2,773人

2010年12月末日　地区会員数　　　　　2,792人

2010年 7 月 1 日　地区女性会員数　　　  128人

2010年12月末日　地区女性会員数　　　  129人

当月平均出席率　84.64％

増減　　　　　　　 ＋19

女性会員増減　　　 ＋ 1

2 月のロータリーレート

84円


